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Radio Program Production by Students 







































































報告の著者は，2015 年 4 月からパーソナリティを

















































は 4310 教室，2017 年度からは E棟（中央棟）に新
設された E301 教室(10)（図 2））で行ってきた．放送
用の音声品質を確保するための使用機材として，
Apple 社製 MacBook Pro（OSX10.8．5），ダイナミッ
クマイクとして Shure 社製 SM-58 を 2 本（両端が
HLR 型コネクター（キャノンコネクター）のマイク
ケーブルで接続），オーディオインタフェースとし
て Roland 社製 EDIROL UA-25EX(24-bit USB Audio 
Capture),および Sony 社製ヘッドホン MDR-CD900ST
を使用している．ソフトウェアは，収録用として音
楽制作用の DAW ソフトウェアの Steinberg 社製
Cubase6 を使用し，ノイズ除去用として Roland 社製
の R-MIX を使用する．オーディオインタフェースの










図 2 メディアスタジオ（(10)より引用） 
本番の収録前には，録音のための音量レベル設定
を兼ねたウォーミングアップのための 2～3 分のフ


































して完成させたものを CD に WAV 形式で記録する． 
 




















ーで,2015 年から 2018 年までで延べ人数は 43 人で
































































































(11) CSRA(Community Simul Radio Alliance )：
http://csra.fm/blog/author/sankakuyama/． 
(12) ListenRadio：http://listenradio.jp/． 
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